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１．はじめに
　開発途上国の農産物市場においては、生産者の農
業生産性が低いと言われており、生産性を高める努
力によって農産物の生産量を伸ばし食料供給を増や
すことが重要な課題として挙げられてきました。一
方で、農産物の品質に関しては、市場において品質
に応じて価格が変化しないなど、供給面において品
質の重要性が相対的に低く見られていました（Bai, 
2024; Bold et al., 2022; Bergquist and Dinerstein, 
2020）。価格が品質に対応するには、消費者が高い
品質の消費に価値を見いだし、高い支払意思額を提
示する必要があります。先進国のように所得が向上
すると消費者はより品質の高い商品を購入したくな
る傾向にあります。近年途上国においても所得の向
上と輸入農産物の浸透などによって品質の高い農産
物への需要が増加してきています。したがって、ど
のようにして途上国の農産物市場において高い品質
の農産物を供給できるのかという問いが一つの研究
課題として挙げられます。本稿では、近年の実験的
な研究を整理することで、途上国の農産物市場にお
いて品質改善を達成するための要因を考えていきま
す。

２．農産物の品質改善に関する研究
　品質の高い農産物を農家に生産してもらうには、
供給面と需要面の両方の観点から課題が存在しま
す。供給面から見ると、第一に生産者が生産物の品
質を理解し高い品質の生産物を生産するにはどのよ
うな技術が必要かを理解する必要があります。新し
い知識を得る情報源が乏しい場合や情報を正しく理
解する能力がない場合にこのような情報制約にかか
る可能性があります。また、品質を高める生産技術
を理解した場合、実際にそのような技術が採用され
ないといけません。品質を高くする努力にはそれだ
けの追加的な費用がかかります。したがって、生産
開始前に十分な費用を負担することができない、も
しくは借り入れができないなどの理由により正しい
情報を持っていた場合でも品質改善の努力を行えな
い可能性があります。また、知識としての技術体系
を知っていたとしても実際に技術を正しく使用する
ことができない場合にも同様に努力投入が行われな
くなります。一方で、需要面からみると追加的な努
力投入に見合った価格の上昇による価格プレミアム
が存在しないといけません。品質が改善されること
によって価格が見合った形で上昇しない場合には生
産者にとって便益がないために品質改善の努力を行
わない可能性があります。
　このように、多面的な阻害要因が農産物の品質改
善に存在していますが、近年の様々な先行研究では
需要面の阻害要因に着目して価格プレミアムの存在

が品質改善に及ぼす影響が検証されてきました。
Bernard et al. （2017）はセネガルの玉ねぎ市場を
対象として高い品質の玉ねぎに価格プレミアムを付
与する市場制度の導入のアナウンスを行う実験を実
施して、価格プレミアムが存在する場合に農家の生
産行動と生産物に及ぼす影響を検証しました。結果
は、品質を向上させる化学肥料をより投入するよう
に行動が変容し、生産する玉ねぎの品質が向上する
ことにより高い価格で買い取られるようになったこ
とを示しています。Magnan et al. （2021）はガー
ナの落花生市場でカビ毒の発生に着目しその対処方
法などの情報を提供すると同時に国際基準でカビ毒
の検出量をクリアすることに価格プレミアムを与え
る実験を行いました。結果として、カビ毒を減少さ
せるような収穫後処理を実施するようになりカビの
検出確率を低めることを示しました。Deutschmann 
et al. （2023）は、同様にセネガルの落花生市場を
対象に、価格プレミアムに加えて信用供与と技術の
実地訓練を実施する契約栽培の実験を行いました。
結果として、契約栽培を締結した農家はカビ毒を減
少させる新しい技術を採用するようになり、カビ毒
の発生確率が高い地域に居住していた場合に国際的
なカビ毒基準をクリアする可能性が高いことを検証
しました。Hoffmann et al. （2023）も同様にケニ
アのトウモロコシ市場におけるカビ毒の有無に着目
して、価格プレミアムが技術採用に及ぼす影響を検
証しました。価格プレミアムがある場合カビ毒を減
少させる新しい技術を採用する可能性が高くなりま
すが、それは特に自家消費用を考慮したときに採用
する確率が高まることを示しました。このことは、
販売目的以外に自家消費用の効用のために品質改善
が重要であることを示しています。Bold et al. 
（2022）はウガンダのトウモロコシ市場を対象とし
て、高い品質の場合に価格プレミアムを付与する買
い取り制度を導入すると同時に農家への技術訓練を
実施する実験を行いました。結果は、栽培全般にわ
たる技術、特に収穫後技術の採用によって、生産す
るトウモロコシの品質等級が高くなり、利潤も増加
したことを示しています。他方で、技術訓練だけを
行った場合、品質改善の効果は見られなかったこと
も示されています。この結果は、需要面の価格プレ
ミアムの存在が品質改善に必要であることを示して
います。Rao and Shenoy （2023）はインドの生乳
市場を対象として、生乳内の細菌数が少ないものに
対して価格プレミアムを与える実験を行い、プレミ
アムが付く場合に細菌数の少ない質の高い生乳が生
産されることを示しました。質の高い生乳はチーズ
やヨーグルトなどの加工製品に使用することができ
るので、農産物の高付加価値化に投入物の品質改善
が重要であることを示しています。
　多くの先行研究で品質による価格プレミアムの存
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在が技術採用と品質改善につながる可能性を示しま
したが、一方でそのような改善が見られない事例も
存在します。Ogura et al. （2023）は、ガーナの米
市場を対象として現地の市場で大規模精米所によっ
て実際に導入されている品質に基づく価格差別制度
の存在と品質と価格の対応や品質改善の方法に関す
る情報を提供する実験を実施しました。結果は、品
質改善の知識が増加し収穫後処理技術を採用するよ
うになりましたが、品質改善の効果は検証されな
かったことを示しています。品質改善が見られな
かった原因として、品質改善技術が多面的であるた
めに、特に承認品種の種子を用いなかったことや収
穫前技術が採用されなかったことなどや、技術訓練
の実施がなかったことなど供給面の制約が存在して
いたために品質改善が進まなかった可能性が考えら
れます。したがって、品質による価格プレミアムの
存在単体では品質改善が生じない可能性を示してい
ます。

３．品質改善の実現に向けて
　多くの先行研究によって価格プレミアムの存在が
品質改善に効果的であることが示されましたが、そ
こから得られる教訓は以下のとおりです。ほとんど
の研究では、需要面の制約から見た価格プレミアム
単体の効果ではなく、供給面の制約である情報制約
の問題、技術活用の問題、信用制約の問題などを同
時に解消した場合の効果を検証しています。このこ
とは、従来の生産量を向上させるための技術採用の
研究の文脈において検証されてきた、供給面の制約
解消の必要性が共通の課題として品質改善の文脈に
おいても最低限存在していることを示しています
（Magruder, 2018; Takahashi et al., 2020）。一方で、
生産量拡大のための技術採用の文脈と異なり、需要
面の制約である適切な価格制度の存在が品質改善の
ためには追加的に必要であることが示されました。
したがって、品質による価格プレミアムを付ける価
格差別制度の存在が実際の市場に導入されることが
品質改善のためにもとめられます。しかし、実際に
途上国の農産物市場において品質に基づく価格差別
制度を導入することは容易ではありません。品質は
観察可能なものと観察不可能なものに分類されま
す。先行研究においては、観察可能な品質は実際の
市場において価格差別がある可能性を示しています
が、測定機器を用いないと観察不可能な品質に関し
ては価格差別化が生じないことを示しています（Do 
Nascimento Miguel, 2022; Kadjo et al., 2016）。途
上国の農産物市場においては農家と商人が少量取引
を行うことが一般的です。そのような市場において
は、品質の測定と承認基準を導入することの費用が
かなり高く難しいと考えられます。したがって、消
費者にとって重要であると考えられる食品の安全性
基準を満たしているかどうかといった観察不可能な
品質に関しては途上国の農産物市場においては自然
発生するのは容易ではないと言えます。また、本稿

で検討した先行研究のほとんどでは価格プレミアム
を付与する制度が存在しない状況で実験的にそのよ
うな制度を導入することで品質改善への影響を示し
てきました。しかし実際にそのような制度を実際の
農産物市場にどのようにして導入していくことがで
きるのかはいまだ明らかではありません。公的機関
による第三者認証制度の設計や加工業者による民間
認証制度の導入が可能性として考えられます。民間
業者との関係性に関しては、生産者と買い取り業者
間で信頼性を築くことが重要だと考えられます
（Park et al., 2023）。実際の導入方法と品質改善の
検証は今後の課題として挙げられます。
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